
会 議 記 録 

会 議 の 名 称  全員協議会 

開 催 日 時 
 令和７年１１月２０日（木) 

 午後１時００分から午後４時５９分 

開 催 場 所  宮代町役場 議会室 

出 席 委 員 の 氏 名 

 議  長  田島正徳 

  佐藤将行  丸藤栄一   山妙子 

  福澤和美  野原洋子  小島あけみ 

 泉伸一郎   鈴木次男  塚村香織 

  合川泰治  土渕保美 

  川野武志 

（欠  席） なし 

出 席 職 員 の

職 ・ 氏 名 

 新井町長  渋谷副町長 島村教育長 

企画財政課 井上課長 宮下主幹 大越主査 安澤主任 

 環境資源課 大場課長 古山主査 濱田主査 佐藤主査 

生田目主事 

 未来のまち整備課 木戸口課長 清水主幹 

福  祉  課 鈴木課長 小林主幹 

子育て支援課  柴﨑課長 吉田副課長 伊東所長 小野所長 

 教育推進課 田中課長 小川副課長 高橋主査 

 地域支援課 小林課長 

 くらし安全課 新井課長 

議会事務局 押田局長 関根主幹 金子主任 

会議の公開・非公開   ■ 公開  □ 一部公開  □ 非公開 

一 部 公 開 又 は

非 公 開 の 理 由 
 

傍 聴 の 可 否   ■ 可   □ 否 

傍 聴 者 の 人 数  ２名 

会 議 資 料 の 名 称 
 ・次第 

 ・配布資料一覧 

会議録の作成方法   □全文記録  ■要点記録 

審 議 の 内 容 

(発言者・発言内容・

決定事項等) 

以下の協議事項について、別添資料による担当職員の説明後、

委員からの意見があった。主な意見は次のとおりである。 

（１）第５次宮代町総合計画後期実行計画事業（案）について 

・人権・平和推進事業の成果目標を大幅に上げた理由は。 



・各事業の目標についてパーセンテージで示しているが、いつ

を基準にしているのか。 

・事業数が前期３２から後期２６に減ったが、差異の内容は。 

・前期事業のわくわくロード、にぎわいロードが後期事業で東

武動物公園駅周辺活性化事業①、②になったのか。 

・宮代型デマンド交通事業の住民意識調査における公共交通の

満足度の向上についての目標値が低いのはなぜか。 

・計画の冊子作成時期は。 

 

（２）交通需要調査中間報告について 

・住民アンケートで町民の満足度は質問されているか。 

・地域別の結果は集計可能か。 

・前回４，０００人の調査の質問項目に変更がされているのか。 

・施設インタビューは週休日にも行うとよい。 

・町民に対して見える化、わかりやすい報告をすべきと考える

が、いつ頃公表されるのか。 

 

（３）ごみの分別区分変更後の収集について 

・資源プラスチックの収集がなくなり、費用の削減になるのか。 

・燃やせるごみが増えると集積所の密度はどうなるのか。 

・燃やせるごみが増えることでパッカー車の稼働の想定は。 

・新しいごみ収集カレンダーが配布される前の時期での住民へ

の周知は。 

・プラスチックごみを資源化せず燃やすことについては熱回収

が純粋なリサイクルになるのか。 

 

（４）空家等対策計画兼空き家対策総合実施計画の素案につい

て 

・実態調査で確認ができた空き家の所有者の情報をどのように

把握しているのか。 

・空き家所有者への周知方法は。 

・緊急安全措置の詳細は。 

 

（５）指定管理者候補者の選定結果について 

・従来の契約内容をそのまま踏襲するのではなく、町に必要な

事項を加えた内容で契約をしてほしい。 

 

（６）乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）に関する

条例の制定について 

・利用時間の取り扱い方法は。 

・利用料金の徴収方法は。 

・条例で定める基準の類型について町の考えは。 

・独自の基準の内容は。 

 

（７）須賀小学校地域拠点施設整備の進捗状況について 

・発注時期が遅れることにより、費用はどうなるのか。 



・整備スケジュールを変更した理由は。 

 

（８）その他 なし 

そ の 他 必 要 事 項  

 

   


